
     

   
 
 
 
  

 
 今年に入り県内では、腸管出血性大腸菌感染症（O157）が多発しました。6 月に入り、ややおさまってき

たものの、一般に、気温が高い初夏から初秋にかけて多発するので今後も注意が必要です。 

また、昨年の国内状況をみると、保育園・幼稚園での集団発生が多く報告されていました。腸管出血性大

腸菌は人から人へ感染しますので、保育園などの施設では、集団感染に対する予防対策を心がけてくださ

い。 
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○ 編集後記 ○ 

蒸し暑い季節になってきました。食品は十分加熱し、 

食中毒を予防しましょうね。 

2 類 結核 6 名 
3 類 腸管出血性大腸菌感染症 4 名 
 
（うち若狭管内）  
2 類 結核 2 名、  
3 類 腸管出血性大腸菌感染症 1 名 

気温が高い初夏から初秋にかけて多発！！ 

腸管出血性大腸菌（O157 等）に注意！ 
     ～ 施設では集団感染にご注意を ～ 

＜ H18 年 ＞ 

全国の腸管出血性大腸菌感染症集団発生事例 

発生施設 発生件数

（件） 

推定伝播経路

（件） 

人→人 ８  保育園・

幼稚園 

 
１０ 不明 ２ 

飲食店 ４ 食品媒介 ４ 

牧場等 １ 動物由来 １ 

ホテル １ 不明 １ 

高  校 １ 食品媒介 １ 

不  明 １ 人→人 １ 

計 １８          １８ 

※ 菌陽性者（無症状者を含む）10 名以上の事例 

（感染研感染症情報ｾﾝﾀｰ「病原微生物検出情報」参照） 

保育園など施設の 
腸管出血性大腸菌（O１５７等）の予防！ 
 

１ 園児等の健康状態に十分注意を！ 
   
２ 普段から園児・職員の手洗いを！ 

（料理・食事の前やトイレの後など） 
 
２ 患者や保菌者の便から経口感染するので、

便で汚染した衣類、寝具、おむつは消毒剤で
十分消毒を！ 

 
３ 入浴、プール時の衛生管理に注意を！ 

（下痢症状がある時はプールは控えましょう。） 
 
４ 家族に対して二次感染の予防を！  

★ 新型インフルエンザ情報 ★ 
 

国の新型インフルエンザ対応ガイドライン（フェーズ４以降）
が H19 年 3 月に示されました。 
これを受けて、福井県でも新型インフルエンザ対応マニュア
ル（案）を現在作成中です。 

【厚生労働省のﾎｰﾑﾍﾟｰｼ】http://www.mhlw.go.jp/ 


